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ハバネロ会員の皆様へ 

今年も多分に漏れず、寒さが急に身に応える季節がやってきました。 

熱帯性で寒がり屋の「ハバネロ」はこれからの時期は、気温が低くなるため、

収穫できるまでの最低限必要な積算温度が確保できず、花が咲いても果実が大

きく育たず、色も緑のままでなかなか着色してくれません。 

しかし、一定のサイズまでなった果実は、十分、激辛ハバネロの特性が現れて

いますので、ご家庭で使う分には全然ありません。 

 

ところで、「ハバネロ」がまたまた注目されてきています。 

ご存知の方もおられるかと思いますが、サントリーが東ハトと組んで「ハバネ

ロスープ」を売り出しますし、東ハトもハバネロの近縁種で今年の２月に激辛

唐辛子でギネスを更新した「ブッドジョローキア」のスナック菓子を発売され

ました。（コンビニ限定10/29発売）その他、方々で、新製品発売の情報があり

ブレイクしかけています。 

 

一般的に日本人は今まで薄口で辛いものが苦手な民族とされて来ましたが、昨

今エスニック系料理やスナックが売り

出され、若者中心に激辛ブームが押し

寄せて抵抗なく食生活に取り入れられ

てきております。 

特にそれの火付け役になった「ハバネ

ロ」は、時を得ても廃れることもな

く、確実に家庭に浸透していく手応え

を感じております。 

 

先日も、京丹波町にある丹波自然公園

で「丹波うまいもの市」（11/3）が開

催されたときでも、ハバネロ商品の注

目度が高く、はるばる京都市内や大阪

から来られた方が、「あれだけテレビ

などで紹介されているので探していた

がここでお目にかかれるとは・・・」

とまるで幻の商品にでも出会えたの如

く、喜んで買っていかれました。 

反面、営業力のなさを暴露したような

イベント参加でした。（チャンチャ

ン！！）                                 
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事務局よりお知らせ  

■ 来月号より新たに国内や世界のこだわり唐辛子を沢山栽培

されている方より 

   『唐辛子について』の連載が始まります。 

ご期待ください。 

 

■ １２月より来年度の会費（1,000円）の徴収を開始いたします。 

専用の郵便振替口座を設けますので、お近くの郵便局でお支

払いください。 

  ＊その他、現金や切手での送付も受け付けたいと思います。 

   詳細は１２月号でご案内いたします。 

 

■ 会員募集ご協力のお願い 

  現在、ハバネロに関心を持たれ、入会登録されている方が５５名おられます。 

  より広く関心のある方に会員になって頂きたいと思っておりますので、是非、入会をお

すすめください。 

  ＊来年度中には活動を通じてＮＰＯ法人の立ちあげも視野に入れて行きたいと思って

おります。 

  

■ １２月号より「ハバネロなんでも質問コーナー」を設けます。 

「ハバネロ」のことなら何でもお応えできるコーナーの開設をしたいと思います。 

事務局（ info@kyoto-habanero.com ）宛にご質問いただければ、直接ご質問者にお

答えすると共に、直近の号でも紹介したいと思います。 

匿名希望の方は「匿名希望」と伝えてください。 

                        ハバネロ友の会事務局  

今年は今のところ霜が降りず、気温は低く

なってきておりますが、過去にない程、収穫

量が増えております。生産農家さんも大喜び

ではないでしょうか。 

後は、霜が降りれば収穫も終了となります。 

原産地のメキシコでは周年栽培できることも

あり、うらやましい限りですが裏を返せば日

本の四季にうまく合わせれば、全世界の野菜

が栽培できると言う立地の日本でよかったと

喜んでおります。 

＊このような「逆転の発想」はこれからの人生で行きぬくためには必ず必要にな

ると思っています。   
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ハバネロの栽培のご報告 
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ハバネロ畑からの近況報告    篠山市「くの一農匠」特派員より  
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朝晩がぐんと冷え込むようになって、秋の夜長にはそろそろ暖房がほしくなってきま

した。 

篠山はこの時期、晴れの日の朝には濃い霧が発生し一層冷え冷えした感じがします。 

畑の作物も朝はしっとり露に濡れています。この気温がどんどん下がり露が霜に変わる

といよいよ唐辛子も終盤です。 

ハバネロの色付きかたも、９月のピークの頃に比べると随分ゆっくりになってきまし

た。 

 真夏には真っ赤だった実の色が、オレンジ色がかって実の大きさも少しずつ小さく

なってきました。しかしまだ花も咲い

ていてこれから実を付けようとしてい

るものもあります。 

 下の写真のようにまだまだ樹は元気

で緑の実が沢山付いています。 
 

      

霜が降りるとまず葉が凍

り 

３回くらいの霜で実まで

凍り始めます。そうなる

と出荷も終わりです。 

予報では11月は平年より

暖かいということなの

で、今年は例年より遅くまで出荷できるかも知れません。 

色付くのが早いか霜が降りるのが早いか・・・・  

 

気温がどんどん

下がり露が霜に

変わるといよい

よ唐辛子も終盤

です。 

 
風邪には 

ハバネロをどうぞ 

うわさによると大変 

よく効くそうです。 

ハバネロ風呂に入って 

・・・・・・寝る前に 

ハバネロ焼酎なんか 
効果的面！！！ 

そろそろ風邪の季節 




